
資料４ 

京都市文化財公開施設（無鄰菴・岩倉具視幽棲旧宅・旧三井家下鴨別邸）指定管理者募集要項（案）概要 

 
名称 無鄰菴 岩倉具視幽棲旧宅 旧三井家下鴨別邸 

施設 

概要 
所在地 京都市左京区南禅寺草川町３１ 京都市左京区岩倉上蔵町１００番地 京都市左京区下鴨宮河町５８番地２ 

文化財 

区分 
国指定名勝（昭和２６年６月９日指定） 

国指定史跡（昭和７年３月２５日指定） 

※ 対岳文庫については国登録有形文化財 
重要文化財（平成２３年６月２０日指定） 

構造 

【母屋】木造２階建て 

【洋館】煉瓦造２階建て  

【茶室】木造平屋建て 

【管理人棟】木造平屋建て 

【主屋】木造平屋建て 

【繋屋】木造平屋建て  

【附属屋】木造平屋建て 

【対岳文庫】鉄筋コンクリート造平屋建て 

【事務所】木造平屋建て 

【主屋】木造３階建て 

【玄関棟】木造平屋建て  

【茶室】木造平屋建て 

敷地面積 ３，３９１．０９㎡ １，４９７．８㎡ ５，７２０．０６㎡ 

延べ床 

面積 

【母屋】３７６．８５㎡ 

【洋館】１５５．３６㎡ 

【茶室】３８．６７㎡ 

【管理人棟】３５．０４㎡ 

【主屋】【繋屋】【附属屋】１３１．８５㎡ 

【対岳文庫】６８．７５㎡ 

【事務所】７２．３５㎡ 

【主屋】３９１．２０㎡ 

【玄関棟】１０５．８９㎡ 

【茶室】３５．５９㎡ 

主要施設 

【母屋】座敷（１階）貸室（２階座敷），台所， 

管理人室 

【洋館】展示室（１階，２階） 

【茶室】茶室 

【主屋】玄関，座敷 

【繋屋】浴室，便所 

【附属屋】台所，居室 

【対岳文庫】展示室 

【事務所】事務室 

【主屋】台所，貸室（座敷，居室，茶の間），

望楼 

【玄関棟】エントランス，事務室 

【茶室】茶室 

業務の範囲 ⑴ 重要文化財等を公開し，観賞等の用に供するための業務 

⑵ 施設の特色をいかした文化財を身近に利用することができる機会の提供 

⑶ 施設の維持管理に係る業務 

⑷ その他市長が必要と認める業務 

 

指定期間 ・平成３１年４月１日から平成３５年３月３１日までの４年間を予定（ただし，この期間は，市会の議決により確定） 

・指定期間中であっても，管理を継続することが適当でないと認められるときは，指定管理者の指定を取り消す。 



応募資格 ⑴ 団体又はその代表者が，契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない者でないこと。 

⑵ 代表者，役員又はその使用人が刑法第９６条の６又は第１９８条に違反する容疑があったとして逮捕若しくは送検され，又は逮捕を経ないで公

訴を提起された日から２年を経過しない者でないこと。 

⑶ 団体又はその代表者が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律第３条又は第８条第１項第１号に違反するとして，公正取引委員会又は

関係機関に認定された日から２年を経過しない者でないこと。 

⑷ 団体又はその代表者が指定管理者として行う業務に関連する法規に違反するとして関係機関に認定された日から２年を経過しない者でないこ

と。 

⑸  団体又はその代表者，役員が，京都市暴力団排除条例第２条第４号に規定する暴力団員又は同条第５号に規定する暴力団密接関係者でないこ

となど，指定管理者としてふさわしくない者でないこと。  

⑹ 団体又はその代表者が，法人税又は所得税，消費税並びに本市の市民税及び固定資産税，水道料金及び下水道使用料を滞納していないこと。

＊ 組織の専門性を有効に活用したコンソーシアム（共同体）での応募が可能。ただし，更に次の条件を満たすことが必要  

① コンソーシアムの構成団体が，単体又は他のコンソーシアムの構成団体として，重複して応募しないこと。 

② コンソーシアムは，連合体結成の協定書により代表団体を選定し，その代表者を応募代表者とすること。 

募集要項等の配

布及び応募手続

等の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月３日（月） 

募集要項の配布開始 

 

指定申請書の受付締切 

書類審査・プレゼンテーション審査 

指定候補者の選定 

９月中旬 

質疑の回答 

９月下旬 

８月１７日（金） 

８月３日（金）～８月１０日（金） 

○募集要項 

・配布期間は，平成３０年８月３日から平成３０年９月３日まで  

・配布時間は，午前９時から午後５時まで 

・文化財保護課ＨＰからダウンロード 

・文化財保護課でも配布 

○質疑受付 

・受付期間は，平成３０年８月３日から８月１０日 

・質疑の要旨及び内容を質問書（様式指定）に記入し， 

文化財保護課に郵送又は持参するか，ＦＡＸで送信 

・平成３０年８月１７日までに，質疑に対する回答書を文

化財保護課ＨＰに記載 

・質疑回答書は，募集要項と一体のものとして，要項と同

等の効力を有する 

○申請受付 

・受付期間は，平成３０年８月３日から平成３０年９月３日まで（持参）  

・受付時間は，午前９時から午後５時まで 

８月３日（金） 

質疑の受付 指定申請書の受付 



指定候補者の 

選定方法 

提出された書類及びプレゼンテーション内容を，京都市公の施設の指定管理者の指定の手続きに関する条例第４条第１項に定める次の選定基準に

照らして審査（選定委員会の意見を聴取したうえで，市長が決定） 

（１） 施設の利用に関し不当な差別的扱いが行われるおそれがないこと。 

（２） 施設の設置の目的に照らしその管理を効率的かつ効果的に行うことができるものであること。 

（３） 施設の管理運営を的確に遂行するに足りる人的構成及び財産的基礎を有するものであること。 

＜具体的な審査項目＞具体的な審査項目については，次のとおりとし，この点数に基づき，指定候補者を選定します。 

 

 
 

 

 

 

 

市内中小企業の受注等

の機会の増大 

○ 市内中小企業及び市内に本拠を置く団体（社会福祉

法人，公益財団法人及びＮＰＯ等）である場合 
５ 

合  計 ５ 

（加点項目） 


